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働
条
件
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善
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!

辺野古埋め立て反対 訴える 

第９０回 日比谷メーデー

改憲反対　反原発

６５００人が結集

石井書記長と貫井さん

代表あいさつ　鎌田委員長
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歓迎

相
模
原
運
輸
区

関
東
保
全
技
術
セ
ン
タ
ー

　

東
京
地
方
本
部
は
、
四
月
二
〇
日
に
地
本
会
議

室
に
お
い
て
、
第
一
〇
回
Ｇ
Ｓ
・
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
プ
ロ

パ
ー
社
員
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

石
井
書
記
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
最
近
の
情

勢
に
触
れ
、
社
員
代
表
選
挙
で
は
、「
職
場
環
境

や
、
福
利
厚
生
面
の
向
上
を
目
指
し
て
、
国
労
組

合
員
が
立
候
補
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
職
場
で
の
取

り
組
み
が
支
持
さ
れ
て
、
多
く
の
国
労
組
合
員
が

職
場
代
表
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
職
場
改
善
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
職
場
改
善
な
ど
、
ど
う
進
め

て
い
け
ば
い
い
の
か
」「
組
織
問
題
は
、
ど
こ
ま

で
踏
み
込
ん
で
声
を
か
け
て
い
い
の
か
、
判
断
が

難
し
い
が
、
ど
ん
ど
ん
声
掛
け
し
た
い
」「
会
社

　

五
月
一
日
に
日
比
谷
公
園
・
野
外
音
楽
堂
に
お

い
て
、
第
九
〇
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、

六
〇
〇
〇
人
以
上
の
労
働
者
が
結
集
し
、
国
労
東

京
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

実
行
委
員
会
代
表
呼
び
か
け
人
を
代
表
し
、
国

労
東
京
地
本
・
鎌
田
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

い
「
安
倍
首
相
は
憲
法
改
悪
を
明
言
し
、
執
拗
に

衆
議
院
員
憲
法
審
査
会
の
開
催
を
目
論
み
、
改
憲

発
議
と
国
民
投
票
の
実
施
を
強
行
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
二
〇
二
〇
年
の
改
正
に
向
け
画
策
し
て
い

る
。
平
和
憲
法
が
戦
後
最
大
の
危
機
に
直
面
し
て

い
る
。
沖
縄
に
米
軍
基
地
は
い
ら
な
い
と
い
う
民

意
を
踏
み
に
じ
る
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
強
行

や
オ
ス
プ
レ
イ
の
全
国
配
備
、
過
去
最
高
の
軍
事

予
算
な
ど
さ
ら
な
る
反
動
政
治
を
推
し
進
め
て
い

る
。
福
島
原
発
事
故
か
ら
八
年
が
経
過
す
る
が
、

い
ま
だ
六
万
人
の
人
々
が
故
郷
を
奪
わ
れ
、
健
康

不
安
な
ど
多
く
の
諸
課
題
が
山
積
す
る
な
か
、
政

府
は
原
子
力
政
策
推
進
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い

る
。
福
島
の
人
々
の
怒
り
と
苦
悩
を
共
有
し
、
全

力
を
あ
げ
た
闘
い
を
継
続
・
強
化
し
て
い
こ
う
。

二
〇
一
九
年
は
安
倍
政
権
の
改
憲
策
動
と
生
活
破

壊
に
対
し
、
平
和
と
民
主
主
義
擁
護
、
安
倍
政
権

早
期
退
陣
に
向
け
、
市
民
・
立
憲
野
党
と
の
共
闘
・

連
携
を
図
り
構
築
し
て
い
こ
う
」
な
ど
の
事
が
訴

え
ら
れ
た
。

　

続
い
て
都
労
連
・
西
川
委
員
長
と
、
本
日
同
時

刻 

に
代
々
木
公
園
で
行
わ
れ
て
い
る
中
央
メ
ー
デ

ー
・
野
村
代
表
委
員
か
ら
連
帯
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
か
ら
中
央
メ
ー
デ
ー
へ
は
、

全
労
協
・
中
岡
事
務
局
長
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
に

行
っ
て
い
る
事
が
紹
介
さ
れ
た
。
来
賓
・
福
島
み

ず
ほ
参
議
院
議
員
か
ら
は
「
労
働
契
約
法
二
〇
条

を
根
拠
に
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
求
め
、
闘
っ

て
い
る
皆
さ
ん
が
大
勢
い
ま
す
。
現
場
で
闘
っ
て

一
つ
一
つ
成
果
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。
国
会
で
は
税
金
の
私
物
化
、

政
策
の
私
物
化
、
統
計
の
ご
ま
か
し
が
横
行
し
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
成
功
し
た
と
言
い
続
け
て
い

る
が
、
実
質
賃
金
は
下
が
っ
て
い
る
。
み
な
さ

ん
の
生
活
実
感
が
正
し
か
っ
た
。
こ
の
状
況
で

消
費
税
増
税
は
あ
り
え
な
い
。
高
度
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
を
導
入
さ
せ
な
い
現
場
の
闘

い
が
重
要
に
な
る
。
裁
量
労
働
制
拡
充
、
解
雇

の
金
銭
解
決
な
ど
も
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。

労
働
組
合
と
沖
縄
の
問
題
に
対
し
、
闘
う
人
た

ち
へ
の
弾
圧
を
み
ん
な
の
力
で
は
ね
の
け
て
い

こ
う
」
な
ど
の

あ
い
さ
つ
が
さ

れ
た
。
終
了
後
、

参
加
者
は
、
鍛

冶
橋
コ
ー
ス
と

土
橋
コ
ー
ス
に

分
か
れ
、
銀
座

の
街
で
パ
レ
ー

ド
を
行
い
、
市

民
に
改
憲
反

対
、
生
活
改
善
、

原
発
反
対
な
ど

を
訴
え
た
。

国 労 加 入

全
体
の
情
報
が

少
な
い
。
未
加

入
者
も
見
て
い

る
。
五
年 
ビ
ジ

ョ
ン
が
言
わ
れ

る
な
か
、
我
々

も
学
習
し
な
い

と
」「
駅
遠
隔

制
御
の
問
題
」

「
要
員
が
不

足
。
助
勤
は
う

ま
く
回
っ
て
い

る
の
か
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
、

今
後
も
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
加
入
に
向

け
全
力
を
あ
げ
よ
う
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

新
鶴
見
機
関
区

　
　

国
労
加
入

　
　
　

歓
迎
会

　

神
奈
川
地
区
本
部
・
新
鶴
見
機
関
区
分
会
は
、

二
月
に
国
労
加
入
し
た
貫
井
さ
ん
（
四
五
歳
）

の
加
入
歓
迎
会
を
、
四
月
一
九
日
に
川
崎
で
行

っ
た
。

　

東
京
地
本
・
石
井
書
記
長
を
は
じ
め
、
各
級
機

関
か
ら
も
多
く
の
仲
間
が
集
ま
り
、
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
が
さ
れ
、
貫
井
さ
ん
の
加
入
を
喜
ぶ
な
ご
や

か
な
歓
迎
会
と
な
っ
た
。 

　
　

国
労
加
入

　
　
　

歓
迎
会



越

中

島

駅

　
 
 

か
ら
一
徹
体
制

国労東京労働講座
6/15( 土 ) 14 時～

交運労協の課題と取り組み

      東京交運労協・反町事務局長
ＪＲ貨物の新人事賃金制度

　　　国労全国貨物協議会・木村事務長

品川区中小企業センター(大井町)

23区内で
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入
れ
、
交
渉
を
行
い
、
私
た
ち
の
主
張
・
組
合
員

の
不
安
な
ど
を
訴
え
て
き
た
。

支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

集
会
で
は
、
全
国
一
般
・
全
労
働
者
組
合
・
池

田
委
員
長
か
ら
「
一
審
で
の
不
当
判
決
が
出
さ
れ

た
が
、
二
審
に
勝
利
し
復
帰
を
勝
ち
取
っ
て
い

く
。
四
人
が
空
へ
戻
る
ま
で
、
皆
さ
ん
の
支
援
を

お
願
い
す
る
」

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
支
社
と
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
五
月
一
日
か
ら
京
葉

線
・
越
中
島
駅
（
既
に
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
へ
委
託
済
）
の

要
員
・
体
制
合
理
化
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
二
徹

勤
務
（
終
日
二
名
）
か
ら
一
徹
勤
務
（
終
日
一
名
）

と
な
っ
た
。

早
朝
時
間
帯
だ
け
で
な
く
、
改
札
対
応
は
七

時
〜
一
〇
時
・
一
七
時
三
〇
分
〜
二
〇
時
だ
け

で
、
他
の
時
間
は
遠
隔
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
遠
隔
さ

れ
る
。
東
京
二
三
区
内
の
駅
で
は
初
め
て
の
一
徹

勤
務
で
あ
り
、
東
京
地
方
本
部
で
は
、
地
下
駅
で

も
あ
る
事
も
含
め
安
全
面
・
サ
ー
ビ
ス
面
、
何
よ

り
社
員
の
待
遇
・
労
働
条
件
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
懸

念
を
東
京
支
社
に
伝
え
、
団
体
交
渉
を
行
っ
た
。

既
に
Ｊ 

Ｅ
Ｓ
Ｓ
委
託
済
み
の
場
合
、
体
制
変
更
で

も
、
団
体
交
渉
は
行
わ
れ
な
い
場
合
が
多
い
が
、

今
回
は
初
め
て
の
一
徹
勤
務
と
い
う
懸
念
材
料
が

多
い
体
制
変
更
で
あ
り
、
東
京
支
社
に
強
く
申
し

 　

全
国
一
般
・
全
労
働
者
組
合
・
Ｆ
Ａ
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
闘
争
団
は
、
四
月
一
二
日
に
築
地
川
東
銀
座

公
園
に
お
い
て
、
不
当
解
雇
撤
回
・
勝
利
判
決
・

現
職
復
帰
銀
座
デ
モ
を
行
い
、
五
五
〇
名
が
結
集

し
た
。
国
労
東
京
も
こ
れ
に
連
帯
し
、
多
く
の
組

合
員
が
参
加
し
、
不
当
解
雇
撤
回
を
訴
え
た
。
三

月
二
八
日
に
は
東
京
地
裁
で
請
求
棄
却
の
不
当
判

決
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
元
々
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
航
空
と
し
て
、
成
田
を
ベ
ー
ス
に
乗
務
し
て
い

た
日
本
人
客
室
乗
務
員
が
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

へ
の
会
社
合
併
（
二
〇
一
〇
年
）、
成
田
ベ
ー
ス

の
閉
鎖
（
二
〇
一
六
年
）
に
伴
い
、
強
制
解
雇
さ

れ
た
も
の
。
こ
う
し
た
、
企
業
の
海
外
進
出
、
方

針
変
更
で
の
国
外
で
簡
単
に
解
雇
さ
れ
る
ケ
ー
ス

は
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
の
場
面
で
も
散
見
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
事
を
許
し
て
い
て
は
、
労
働
者

の
使
い
捨
て
を
認
め
る
事
に
な
り
、
国
労
東
京
も

安
倍
政
権
を
終
わ
ら
せ
よ
う
！

こ
こ
に
い
な
い
人
を

呼
び
込
む
工
夫
を

当
該
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
分
会
・

千
田
分
会
長
か
ら
は
「
日
本
の
労

働
法
に
違
反
し
た
解
雇
だ
と
確
信

し
て
い
る
。
こ
の
解
雇
は
全
て
の

労
働
者
へ
の
攻
撃
。
現
職
復
帰
す

る
ま
で
と
こ
と
ん
闘
っ
て
い
く
。

支
援
を
お
願
い
す
る
」
な
ど
の
あ

い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
全
労

協
・
渡
邉
議
長
な
ど
多
く
の
支
援

の
仲
間
か
ら
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ

が
続
い
た
。

　

集
会
後
、
銀
座
の
街
で
デ
モ
が

不
当
解
雇
を
許
さ
な
い

　

四
月
一
九
日
一
七
時
か
ら
、
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
戦
争
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
は
、
共
催

で
「
安
倍
政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う
四・
一
九
院
内

集
会
」
を
参
議
院
議
員
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

講
師
は
上
智
大
学
・
中
野
晃
一
教
授
で
、
講
演

の
中
で
安
倍
政
治
の
実
態
や
戦
略
の
解
説
、
私
た

ち
へ
の
提
言
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
話
が
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
は
「
二
〇
〇
九
年
に
自
民
党
は
総
選
挙

で
惨
敗
し
民
主
党
が
圧
勝
し
た
。
実
は
、
そ
の
後

の
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
四
年
、
二
〇
一
七
年
の
、

合
わ
せ
て
四
回
の
総
選
挙
で
自
民
党
の
得
票
数
は

二
〇
〇
九
年
が
最
も
多
い
。
そ
の
後
の
三
回
は
む

し
ろ
少
な
い
票
数
で
、
野
党
の
分
断
と
低
投
票
率

に
よ
っ
て
自
民
党
は
圧
勝
し
て
い
る
。
野
党
共
闘

無
し
で
は
、
自
民
党
に
勝
て
な
い
が
、
野
党
共
闘

だ
け
で
も
勝
て
な
い
。
保
守
が
良
く
て
、
左
派
は

悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
穏
健
保
守
、
リ
ベ
ラ
ル
保
守
な
ど
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
言
葉
も
で
き
て
い
る
。
そ
の
人
た
ち
を
取

り
込
む
た
め
に
、
保
守
に
寄
る
戦
略
は
あ
り
う

る
。
既
に
革
新
と
い
う
言
葉
は
死
語
に
な
っ
て
い

る
。 

選
挙
の
争
点
に
合
意
争
点
と
対
立
争
点
の
二

つ
が
あ
る
。
合
意
争
点
と
は
、
教
育
や
福
祉
の
よ

う
に
、
だ
れ
に
言
わ
せ
て
も
必
要
と
言
う
が
、
ど

の
程
度
の
予
算
を
使
う
か
、
優
先
度
な
ど
で
争

点
に
な
る
も
の
。
一
方
対
立
争
点
は
、
安
保
や

改
憲
な
ど
マ
ル
か
バ
ツ
か
の
争
点
。
立
憲
野
党

の
分
断
や
政
治
へ
の
諦
め
か
ら
脱
却
す
る
た
め

に
は
、
対
立
争
点
は
不
可
欠
。
今
ま
で
や
っ
て

き
た
事
も
大
事
だ
が
、
新
し
い
事
を
や
り
、
共

鳴
し
て
く
れ
る
人
を
増
や
そ
う
。
話
の
通
じ
な

い
人
の
所
へ
行
っ
て
話
を
し
な
い
と
、
票
は
増

え
な
い
。
こ
こ
に 

い
な
い
人
を
呼
び
込
む
工

夫
を
し
よ
う
。
潜
在
的
な
反
安
倍
層
が
選
挙
に

足
を
運
ぶ
よ
う
な
、
わ
か
り
や
す
い
、
説
得
力

の
あ
る
対
立
構
図
が
必
要
」
な
ど
様
々
な
提
言

を
訴
え
た
。

行
わ
れ
、街
頭
の
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
て
き
た
。

F　A
ユナイテッド

分　会




